
　
　
　

◆
南
魚
沼
郡
市
児
童
生
徒
美
術
展

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
の

イ
ケ
ビ
は
１
月
６
日
よ
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
最
初
の
展
覧
会
は
第
66
回
南
魚
沼
郡
市
児
童

生
徒
美
術
展
で
す
。
こ
の
展
覧
会
は
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
南
魚
沼
市
と
湯
沢
町
の
小
学
生
と
中
学
生

の
中
か
ら
、
約
５
０
０
人
の
子
ど
も
達
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
絵
画
だ
け
で
な
く
立
体
作
品
や
、
先
生

方
の
陶
芸
作
品
な
ど
様
々
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

美
術
館
に
は
市
内
や
他
地
域
の
幼
稚
園
・
保
育
園
、

学
の
教
授
と
し
て
勤
務
。「
生
き
る
こ
と
は
旅
」
を

実
践
し
、
エ
レ
メ
ン
ツ
を
求
め
て
世
界
を
旅
し
続
け

て
い
ま
す
。
今
回
の
個
展
は
、
今
ま
で
見
出
し
て
き

た
様
々
な
エ
レ
メ
ン
ト
を
一
堂
に
集
め
、
観
覧
者
と

と
も
に
〝
確
か
な
実
態
と
現
象
〟
を
確
認
す
る
も
の

と
な
り
ま
す
。
求
め
続
け
、
さ
ま
よ
い
続
け
、
今
も

な
お
続
く
旅
の
狭
間
に
、
見
え
て
き
た
異
空
間
と
し

て
の
聖
地
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

新
年
の
同
時
開
催
写
真
展
で
、
今
年
も
写
真
フ
ァ

ン
の
期
待
に
応
え
て
い
き
ま
す
。
解
説
会
・
写
真
教

室
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
岡
西
英
孝
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
雪
見
展
と
ケ
ア
帽
子
作
り

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
中
止
し
た
１
月
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
真
冬

の
ク
ラ
フ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
雪
見
展
」
を
今
年
は
開

催
し
ま
す
。
感
染
症
対
策
の
た
め
に
出
店
を
約
40
店

舗
に
縮
小
し
、
開
催
日
を
２
週
間
に
延
長
し
ま
し

た
。
残
念
で
す
が
、
店
主
と
の
会
話
が
楽
し
い
対
面

販
売
は
な
く
、
無
人
販
売
に
な
り
ま
す
。
店
舗
数
が

減
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
商
品
を
見
て
じ
っ
く
り

と
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
シ
ョ
ッ
プ
が
登

場
す
る
か
お
楽
し
み
に
！

　

ま
た
、
１
月
30
日
（
日
）
に
「
ケ
ア
帽
子
作
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～
毛
糸
or
タ
オ
ル
〜
」
を
開
催
し
ま

す
。
ケ
ア
帽
子
と
は
、
病
気
の
治
療
で
脱
毛
や
敏
感

に
な
っ
た
皮
膚
を
保
護
す
る
帽
子
の
こ
と
で
す
。
帽

子
は
病
院
に
寄
付
を
し
て
必
要
な
人
に
贈
り
ま
す
。

初
心
者
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
５
０
０

円
で
す
。
詳
細
は
美
術
館
ま
で
。
お
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
良
子
）

◆
冬
の
文
化
講
座

　

旧
年
中
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
新
年
、
一
月
か
ら
は
じ
ま
る
三
つ
の
文
化
講

座
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
見
学
に
来
て
く
れ
ま
す

が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
気
軽
に
芸
術
鑑
賞
が
で
き
る

環
境
と
い
う
の
は
い
い
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち
の
作

品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
に
そ
っ
た
個
性
が
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、
最
近
は
写
生
で
は
な
く
想
像
し
て
描
く
絵

が
多
い
よ
う
で
す
。
展
示
さ
れ
た
子
は
選
ば
れ
て
美

術
館
に
作
品
が
飾
ら
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
欲

し
い
で
す
。
期
間
中
は
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
入
館
無
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
高
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）

◆
二
つ
の
写
真
展
を
同
時
開
催

　

今
年
も
新
年
の
企
画
と
し
て
『
魚
沼
ベ
ス
ト
シ
ョ

ッ
ト
展
パ
ー
ト
Ⅺ
』
が
１
月
22
日
（
土
）
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
に
集
う
写
真
家
は
強
者
ぞ
ろ

い
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
視
点
で
写
真
を
撮
り
続

け
て
い
ま
す
。
来
館
す
る
観
覧
者
を
見
て
い
る
と
、

「
う
む
、
そ
う
来
た
か
」
と
唸
る
よ
う
に
見
つ
め
て

い
る
ひ
と
も
い
ま
す
。
そ
の
出
展
者
の
一
人
が
、
同

展
と
同
時
開
催
で
『
秋
元
貴
美
子
写
真
展
・
都
市
と

自
然
の
エ
レ
メ
ン
ツ
』
を
開
催
し
ま
す
。
秋
元
さ
ん

は
日
大
芸
術
学
部
写
真
学
科
を
卒
業
し
、
現
在
同
大

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
「
美
文
字
講
座
」
で

す
が
、
月
１
回
・
第
３
水
曜
開
催
の
「
基
本
の
書
道

３
か
月
コ
ー
ス
」
と
名
前
や
住
所
な
ど
日
常
的
に
書

く
文
字
を
美
し
く
す
る
コ
ツ
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
る
「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
は
冬
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座
」
に
な
り
ま
す
。
季
節
の
花
を
使
い
、
素
敵
な

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
制
作
し
ま
す
。
基
本

的
な
花
の
扱
い
方
や
作
り
方
を
学
べ
ま
す
。

最
後
は
「
エ
ア
ロ
＆
ヨ
ガ
講
座
」
の
ご
紹
介
で

す
。
こ
ち
ら
は
昨
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
講
座
で
、
今

年
も
引
き
続
き
開
講
し
ま
す
。
月
に
１
回
火
曜
の
夜

（
19
時
30
分
～
）
１
時
間
行
い
ま
す
。
夜
の
美
術
館

で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

ど
の
講
座
も
定
員
12
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
予
約
は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　
　

◆
寅
年
の
美
術
館

　

当
館
が
立
地
す
る
八
色
の
森
公
園
。
一
年
前
は
雪

が
降
り
続
い
て
溜
め
息
を
つ
い
て
い
た
の
で
す
が
、

師
走
中
旬
に
な
っ
て
も
冬
ざ
れ
の
光
景
が
広
が
る
ば

か
り
で
、
池
に
は
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
鴨
が
集
ま
り
、

勝
手
気
ま
ま
に
泳
い
で
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
つ
い

に
、
今
夜
か
ら
大
雪
襲
来
と
の
天
気
予
報
で
す
。

　

新
年
の
干
支
は
壬
寅
（
み
ず
の
え
と
ら
）
で
す
が
、

ど
ん
な
寅
年
に
な
る
の
か
ど
う
か
。
や
さ
し
い
寅
か
、

こ
わ
い
寅
か
、
日
々
変
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

は
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
。
還
暦
を
迎
え
る
人
は
昭
和

37
年
生
ま
れ
。
三
種
の
神
器
の
一
つ
と
い
わ
れ
た
テ

レ
ビ
の
受
信
契
約
数
が
一
千
万
件
を
突
破
し
た
年
で
、

ま
さ
に
高
度
経
済
成
長
期
の
真
っ
只
中
。
こ
の
年
の

レ
コ
ー
ド
大
賞
は
橋
幸
夫
と
吉
永
小
百
合
の
デ
ュ
エ

ッ
ト
曲
「
い
つ
で
も
夢
を
」
で
し
た
。

　

持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
活
動
が
注
目
さ
れ
る

な
か
、
ま
っ
す
ぐ
で
素
直
な
夢
を
持
ち
、
そ
れ
が
格

差
の
壁
に
阻
ま
れ
る
こ
と
な
く
達
成
で
き
る
。
そ
ん

な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
（
高
橋
良
一
）
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池田記念美術館　展覧会・イベント情報

池田記念美術館　南魚沼市浦佐５４９３－３　（八色の森公園内）
ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００　（入館受付は１６：３０まで）　　
【休館日】水曜日　【入 館 料】 一般５００円（高校生以下無料）          
【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

■第 66 回 南魚沼郡市児童生徒美術展
◎ 1 階企画展示室、多目的ホール　◎期間：1 月 6 日（木）～ 1 月 18 日（火）

南魚沼市及び湯沢町の児童生徒の作品約 500 点を展示。期間中は全館無料です。
主催：南魚沼郡市教育振興会図工美術部

■〈特別展示〉日本雑誌協会「東京オリンピック報道写真展」
◎ 2 階展示室Ⅰ　◎期間：～ 1 月 18 日（火）まで

昨年夏に開催された東京五輪で日本雑誌協会代表カメラマン 13 人が撮影。日本人アスリート
の一瞬を捉えた感動の作品 73 点を展示しました。主催：一般社団法人日本雑誌協会

■ケア帽子作りワークショップ〜毛皮 or タオル〜　※参加費 500 円（入館料込み）

　1 月 30 日（日）10：00 〜 12：00

■池田音楽クラブ「音を楽しむ集い」※参加費無料

　1 月 30 日（日）13：00 〜　フルートとキーボードの演奏
　　　　　　　　　14：30 〜　フォークソング

■ 1 月、2 月、3 月の休館日
【 1 月】　1 月 1 日〜 5 日、12 日、19 日〜 21 日、26 日　※ 18 日（火）15 時閉館
【 2 月】　2 月 2 日、9 日、16 日、24 日　※ 23 日（水・祝）開館
【 3 月】　3 月 2 日、7 日〜 11 日、16 日、23 日、30 日　※ 6 日（日）15 時閉館

■秋元貴美子写真展　

　都市と自然のエレメンツ　◎ 2 階展示室Ⅰ・Ⅱ

埼玉県出身。日本大学芸術学部写真学科教授として学生の作品制作を指導するとともに高校
生の写真活動をサポートする写真家。日本写真家協会会員、日本写真芸術学会理事。世界を
構成する五つの要素（地・水・火・風・空）に着目し、都市や自然のなかにあふれ、輝きを
放つそれら五つのエレメンツ（要素）を求めて撮影取材を続けています。マルタ共和国の魅
力に惹かれて「Malta 三部作」を発表中。

■魚沼ベストショット展 Part Ⅺ　◎ 1 階企画展示室、多目的ホール

美しい風景の宝庫である魚沼に魅せられた写真家 54 人が自慢のベストショットを発表。県
展や市展などの入選者の作品も多く、年々レベルアップ。今年で 11 回目の開催です。

【関連イベント】※詳細は美術館までお問合せください。

■ 1 月 22 日（土）
　13：00 〜 14：00　秋元貴美子写真展　　　秋元貴美子さんのギャラリートーク
　15：00 〜 16：00　魚沼ベストショット展　出展者による作品解説会
■ 1 月 23 日（日）　　初心者向け写真教室（講師：秋元貴美子さん）
　10：00 〜 12：00　※参加費 1,000 円（入館料込み・高校生以下無料）、定員 15 名　
■ 2 月 19 日（土）
　13：00 〜 14：00　秋元貴美子写真展　　　秋元貴美子さんのギャラリートーク
　15：00 〜 16：00　魚沼ベストショット展　出展者による作品解説会
■ 2 月 20 日（日）　　初心者向け写真教室（講師：秋元貴美子さん）
　10：00 〜 12：00　※参加費 1,000 円（入館料込み・高校生以下無料）、定員 15 名

◎期間：1 月 22 日（土）
　    　　〜 3 月 6 日（日）

一箱雪見展・古本市
1 月 6 日（木）〜 18 日（火）

昨 年 は コ ロ ナ 禍 で 中 止 と
なった雪見展。今年は期間
を 延 長 し て《 一 箱 雪 見 展 》
として開催します。約 40 店
舗 の 無 人 販 売 と な り ま す。

《一箱古本市》も同時に開催
します。会場はともに美術
館エントランスホールです。

同時開催

秋元貴美子写真展−　　　　　−

魚沼ベストショット展 Part Ⅺ

都市と自然の
エレメンツ

交差する
写真展

1 月 6日〜 1月 18 日
イケビは全館無料！

アクセス
上越新幹線JR浦佐駅東口より約１㎞、徒歩15分
関越自動車道大和スマートI.Cより車３分
六日町I.Cより車15分、小出I.Cより車10分


